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呼吸器感染症に対する7432-Sの 臨床的検討

押谷 浩・河合 伸 ・小林宏行

杏林大学 第一内科癖

呼吸器感染症9例(慢 性気管支炎2例,気 管支拡張症+感 染1例,急 性気管支炎2例.肺 炎4例)

に対 して7432-S, 1回200mg1日2～3回 の経口投与による臨床効渠を検討した。

その結果,肺 炎の1例 はやや有効であったが他の8例 は全例有効であり,全 体の有効率は88.9

%で あった。

副作用ならびに臨床検査値異常は,全 例でみられなかった。
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7432-Sは 塩野様製藁株式会社研究所で開発された経

口セフェム系抗生物質であり広範囲のグラム陰性菌およ

び一部のグラム陽性菌に対 して抗菌スペク トクルを有す

るとされ1)薬 動力学的にも体内動態が良好な薬剤とも言

われている2,3)。

今回,著 者 らは,本 剤を臨床的に使用する機会を得た

のでその成績について報告する。

I. 対 象 と 方 法

成人の慢性気管支炎2例,気 管支拡張症+感 染1例,

急性気管支炎2例,お よび肺炎4例 の計9例 を対象に行

なった。投与方法は1回200mgを1日2回 投与が4例,

3回 投与が5例 であった。また本剤投与前,投 与後にお

ける臨床症状,末 梢血所見を観察 し,成 績の判定は本剤

投与後に行なった。

II. 成 績

1. 症例 の背景分析(Table 1)

対象 とした9例 のうち重症度分類は軽症6例,中 等症

3例 であり,ま たいずれも他の抗菌剤が前投与された例

はなかうた。

2. 起 炎菌の変化(Table 1)

起 炎 菌が検出 された例 は,1例 のみであったが,

Haemopntlus influeneae(H. influenzaの は,投 与

後消失した。

3. 臨床症状,所 見の変化(Table 1)

症例1:急 性気管支炎例である。本剤使用3日 目には

粘膿性痰は粘性となり4日 目には解熱し投与終了時には

咳嗽も消失し,ま た白血球数の正常化,CRP陰 性化を

認め有効と判定された。

症例2:急 性気管支炎例である。本剤使用2日 目には

解熱し:3日 目に粘性痰となり5日 目には咳嗽溝失した

ため有効と判定された。

症例3:気 管支肺炎例である。本剤14日 間投与を行

なったが,や や解熱傾向がみられたが咳様,喀 痰は不変

であり,や や有効と判定された。

症例4:気 管支肺炎の症例である.本 剤14日 間投与を

行ない,咳 嗽,喀 痰は不変であったが,解 熱傾向が得ら

れ,胸 部x-p上 も改普を認めたため有効と判定された。

症例5:気 管支肺炎の症例である。本荊7日 間投与を

行ない,解 熱 し,胸 部x-p上 も改善 したため有効と判

定された。

症例6:肺 炎例で,本 剤8日 間投与にて解熱 し,胸 部

x-p上 も改善を認めたため有効と判定された。起炎菌

は,H. influenzaeで あ り投与終了後消失を認めた。

症例7;慢 性気管支炎にて外来通院中,咳 嗽,粘 膿性

痰出現。本剤投与4日 目より喀痰は粘性となり,6日 目

には咳嗽消失し有効と判定された。

症例8;様 性気管支炎の症例。今回.咳 嗽,喀 痰,発

熱を認めたため,本剤投与を開始 した。投与終了時には,

自覚症状の改善を認め有効と判定された。

症例9:気 管支拡張症に感染を併発 した症例。本剤10

日間投与を行ない咳嗽の消失,喀 痰は血性痰より粘性痰

となり有効と判定された。

4. 総合臨床効果

以上の各症例をまとめてみると,急 性気管支炎2例,

慢性気管支炎2例 および気管支拡張症+感 染1例 はすべ

て有効と判定された。

また,気 管支肺炎4例 では有効3例,や や有効1例 で

あり,全 体の有効率は88.9%で あ った。

5. 副作 用および臨床検査値異常(Table 2)

今回検討 した全例で,臨 床症状,所 見で認めるべき副
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Table 1 . Clinical effects of 7432-S

*:abnormal value
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作用 はなく,臨 床検査値異常も認められなかった。

III. 考 察

7432-Sは 広範囲のグラム陰性菌および一部のグラ'ム

陽性菌に対 し抗菌作用を有するり。

また,本 剤は空腹時経口投与後2～2.5時 間に用量相

関性の最高血中濃度(Cmax)に 連 し,100mg, 200

mgで それぞれ4.13μg/ml, 8.48μg/mlを 示 しその

半減期(T1/2(β))80分 か ら110分 と比較的長時間

であった4)。 これらの値は,他 のnew oral cephem剤

のcefiximes),cefteram pivoxile)と 比較すると特に

最高血中濃度は数倍で良好な臨床効果が期待できる薬剤

ともされている。

かかる基礎的成績から,今 回の臨床的検討が,試 みら

れたわけであるが,対 象9例 中8例 に有効と判定され,

非常に高い有効率を示した。また投与回数別にみると,

1日2回 投与例4例 中全例が有効であり,1日3回 投与

例5例 中4例 が有効であった。すなわちこれらの有効率

は,基 礎的成績を十分反映した成績であった。

一方,本 治験で副作用ならびに臨床検査値異常はみら

れなかった。

以上の臨床検討での有効率および安全性の点を勘案す

ると,本 剤は通常の呼吸器感染症に対し,有 用性が期待

され,今 後症例を追加し他領域も含み検討を重ねるに価

値ある抗生物質の1つ と考えられる。
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7432-S IN RESPIRATORY TRACT INFECTION 

HIROSHI OSHITANI, SHIN KAWAI and HIROYUKI KOBAYASHI 
First Departmant of Internal Medicine School of Medicine, Kyorin University Tokyo 

6-20-2 , Shinkawa, Mitaka, Tokyo 181, Japan

We administered 7432-S, a new oral cephelosporin-derived antibiotic, to 9 patients (chronic 

bronchitis 2, bronchiectasis + infection 1, acute bronchitis 2, bronchopneumonia 4) at a daily 

dose of 400 mg•`600 mg 2 or 3 times a day with the following results. The clinical effect, 

was excellent in 1 case of bronchopneumonia, good in 8 cases, and fair in 1 another case of 

bronchopneumonia, the overall efficacy rate being 88. 9 %. 

In a bacteriological study, there was only one strain of Haemophilus influenzae, which was 

eradicated after treatment. There were no side effects or abnormal laboratory findings due 

to treatment. From the above results, we consider 7432-S a useful drug. But more study of 

its application in general respiratory tract infection is necessary.


